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The Kobe Design University team produced an installation 
work “Rain of Silver, Gold Rings” with a great quantity of 
used buttons, on September 2011. It had won the 
competition ‘KOBE Biennale 2011: Kokashita Art Project’ 
located on the vacant stores in the Motomachi 
Kokashita(under the elevated railroad) shopping street. In 
this article, two representatives of the team threw light on 
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                   会場平面図 















































                    






























                   図 8．制作中 





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 作 品 ） 






































































































































＊1）本稿 1〜9 項のうち 4 項を藤山が、その他を代表の
戸矢崎が執筆。 
＊2）アートの一時的な表現作品であるインスタレーショ
ンは 1970 年以降一般化。筆者は 1983 年から既製品を大
量に使うインスタレーション作家として知られる。 
＊3）本学大学院授業「総合プロジェクト」の 1 つとして、




＊4）モトコーは JR 元町駅から神戸駅の間で約 1km に





れ、4 月より 9 月末までの 6 ヶ月間を準備と制作に使用。 
＊ 6） 2011 年 3 月〜 11 月末まで、ブログサイト
http://blog.livedoor.jp/ginbotankinbotan/ で経過などを
発信した。ページのデザインは本学卒業生の畠健太郎。 
＊7）壁、天井の仕上げ色としてターナー社の‘インディ
ゴブルー’、床は‘アクアブルー’を使用。一般の塗料よ
り少し高価だが、絵の具メーカーのマットな自然色で、
きれいだと多くの観客が指摘。 
＊8）今回の幸運の一つは、一般的な商品ではない釣り用
ブラック糸との出会い。通常の透明糸では照明により光
ってしまうが、つや消しの黒は作品にとても効果的。 
